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市
民
図
書
室
で
本
と
の
出
会
い

1
0
月
2
7
日
か
ら
読
書
週
間

十
月
二
十
七
日
か
ら
読
書
週
間
が
始
ま
り
ま
す
が
、
今
年
は
。
素
晴
し
い
人
生
、
本
と
の

出
合
い
≪
｡
と
い
う
テ
ー
マ
。
あ
な
た
に
も
、
人
生
を
決
定
づ
け
た
一
冊
の
本
が
あ
る
で
し
よ

う
か
。
ま
た
、
読
書
に
よ
っ
て
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
道
を
歩
み
は
じ
め
る
こ
と
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

火
親
し
む
汐
で
す
。
開
室
。
辞
典
や
絵
本
も
含
め
蔵
書

読
書
は
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
数
は
。
四
万
一
千
冊
に
も
の
ぽ
っ

に
す
る
と
と
も
に
、
知
識
や
想
像
て
い
ま
す
。
市
民
図
書
室
で
は
、

を
限
り
な
く
拡
げ
て
く
れ
、
何
か
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
み
な
さ

し
ら
素
晴
し
い
始
ま
り
を
与
え
て
。
ん
に
ホ
を
読
ん
で
い
た
だ
こ
う
と

く
れ
ま
す
・
「
こ
ど
も
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
点
字

レノト

謡

キ

聶

7 2
9

6
ｙ

京
都
の
婦
人
馮
勁
で
も
広
く
活
躍

さ
れ
て
お
り
、
「
日
本
語
と
女
」
「
暮

ら
し
の
こ
と
ぱ
」
な
ど
の
著
書
も

出
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市
民
図
書
室

利
用
案
内

Λ
本
を
読
み
た
い
と
き
Ｖ

図
≪
：
室
の
書
棚
は
開
架
式
で
す

か
ら
。
自
由
に
手
に
取
っ
て
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Λ
本
を
借
り
た
い
と
き
Ｖ

・
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
。
市
内

に
通
勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
人

な
ら
ど
な
た
で
も
簡
単
な
手
続

き
で
借
り
ら
れ
ま
す
。
一
人
二

冊
ま
で
で
、
二
週
間
以
内
に
返

却
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

記
念
講
演
会

と
こ
ろ
で
、
最
近
で
は
テ
レ
ビ

の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
、
読
書
の

時
間
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
傾
向

Ｉで室書図民市ぐ節季いよ番一に強勉や書読

市
民
図
書
室
で
は
読
ｆ
:
週
間
を

記
念
し
て
、
十
月
二
十
八
日
（
火
）

午
後
一
時
半
か
ら
。
市
民
会
館
三

階
大
会
議
室
で
記
念
講
演
会
を
開

き
ま
す
。

乙
女
の
世
界
を
ひ
ろ
げ
る
”
と
い

う
テ
ー
マ
で
。
京
都
府
立
大
学
教

授
の
寿
岳
章
子
さ
ん
に
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
寿
岳
さ
ん
は
、

し
出
く
だ
さ
い
。

Λ
調
べ
た
い
こ
と
が
あ
る
と
き
Ｖ

図
書
資
料
や
読
力
に
つ
い
て
の

相
談
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
）
を
受

付
の
係
員
に
し
て
く
だ
さ
い
。

郷
土
資
料
や
参
考
図
書
も
用
意

し
て
い
ま
す
。
‘

Ａ
点
字
コ
ー
ナ
ー
Ｖ

京
祁
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
、
文

学
書
や
児
童
書
の
点
完
凶
書
を

借
り
て
い
ま
す
。

Ａ
児
童
コ
ー
ナ
ー
Ｖ

絵
本
や
童
話
、
科
学
、
伝
記
、

読
み
も
の
な
ど
約
七
千
冊
の
図

舎
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
Ｖ

調
べ
も
の
や
研
究
の
必
要
が
あ

る
と
き
、
有
料
で
図
書
や
資
料

の
複
写
が
で
き
ま
す
。

Ａ
学
習
会
Ｖ

毎
月
第
二
、
第
四
月
曜
日
に
宇

治
市
史
を
学
ぶ
会
を
開
い
て
い

ま
す
。

Ａ
講
演
会
Ｖ

陣
時
開
い
て
い
ま
す
。

Λ
そ
よ
か
ぜ
号
で
借
る
と
き
Ｖ

一
世
帯
に
つ
き
二
十
冊
ま
で
で
、

貸
し
出
し
期
間
は
次
の
巡
回
日

ま
で
の
約
四
十
五
日
間
で
す
。

▽
「
項
羽
と
劉
邦
」
（
上
・
中
・
下
）

・
司
馬
遼
太
郎
著

歴
史
小
説
の
大
家
司
馬
遼
太
郎

が
、
は
じ
め
て
中
国
史
の
世
界
を

描
き
ま
す
。

▽
「
虹
を
織
る
Ｉ
上
Ｉ
」

和
田
佐
知
子
著

宝
塚
の
舞
台
に
青
春
を
か
け
た

女
の
半
生
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
ド
ラ
マ

の
原
作
で
す
。

▽
こ
ん
な
人
生
も
い
い
も
の
だ
」

高
橋
三
千
網
著

第4回青空市民相談

市
で
は
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の

対
話
を
通
し
て
、
市
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
お
り
。
島

田
市
長
は
じ
め
、
各
担
当
部
長
な

ど
が
出
席
し
・
て
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
相
談
や
ご
要
望
を
直
接
お
聞

き
す
る
第
四
回
目
の
青
空
市
民
相

談
を
開
き
ま
す
。

日
時
は
十
月
二
十
六
日
日
曜
日

の
午
後
一
時
半
か
ら
四
時
半
ま
で

で
、
会
場
は
国
鉄
新
田
駅
前
広
場

で
す
。
雨
天
の
場
合
、
広
野
公
民

分
館
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
血
圧
測
定
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ま
す
。

７ｌｎ
コ

巡
回
日
程
は
毎
月
一
日
号
の
市

政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

新
刊
案
内

芥
川
賞
作
家
が
。
若
い
世
代
に

お
く
る
人
生
の
本
。

▽
「
続
・
母
源
病
」

久
徳
璽
盛
著

現
代
の
育
児
・
教
育
の
あ
り
方

を
考
え
る
問
題
作
品
。

そ
の
ほ
か
、
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

Ⅳ
・
流
砂
の
道
Ｊ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班

編
、
「
統
・
わ
ら
じ
医
者
京
日
記
」

早
川
一
光
著
、
「
啄
木
の
妻
」
渡

辺
喜
恵
子
著
、
「
マ
リ
ー
・
ア
ン

ト
ワ
ネ
ッ
ト
」
遠
藤
周
作
著
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
書
で
は
「
第
四
惑

星
の
反
乱
」
Ｒ
・
シ
ル
ヴ
ァ
ー
バ

ー
グ
著
。
「
ほ
ら
ふ
さ
船
長
航
海

記
Ｊ
Ａ
・
ネ
ク
ラ
ー
ソ
フ
著
、
「
ニ

ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅
Ｊ
Ｓ
こ
フ
ー

ゲ
ル
レ
ー
プ
著
、
「
天
助
説
の
絵

本
」
安
野
光
雅
文
・
絵
、
「
手
づ

く
り
あ
そ
ぴ
」
石
井
正
子
作
、
「
て

の
ひ
ら
ゆ
う
え
ん
ち
」
舟
崎
克
彦

文
・
絵
、
「
４
つ
の
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
」
司
修
文
・
司
真
美
絵
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
に

宮
城
宏
さ
ん
再
任

市
民
図
書
室
に
て

宮
川
雅
子
さ
ん

槙
島
町
薗
場

私
は
買
物
の
つ
い
で
に
、
こ
の

市
民
図
書
室
で
「
幕
ら
し
の
手
帖
」

や
雑
誌
な
ど
を
読
ん
だ
り
し
ま
す
。

読
書
を
す
る
に
は
。
や
っ
ぱ
り

テ
レ
ピ
タ
消
す
こ
と
で
す
ね
。
読

ｔ
‥
は
知
識
タ
与
え
て
く
れ
、
人
生

の
糧
に
な
り
ま
す
よ
。

と
こ
ろ
で
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
な

ど
を
借
り
よ
う
と
思
っ
て
も
、
な

か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
貸
し
出

す
度
合
い
の
高
い
本
は
、
た
く
さ

ん
あ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
読
ん
だ
本
で
一
悉
よ
か

っ
た
の
は
「
恍
惚
の
人
」
。

大
西
利
治
さ
ん
（
5
9
歳
）

羽
拍
子
町

払
に
と
っ
て
は
毎
‐
が
読
ｔ
‥

週
間
〃
み
た
い
な
も
の
で
、
よ
く

本
を
読
み
ま
す
。

個
人
差
が
あ
る
け
れ
ど
、
私
は

テ
レ
ビ
を
つ
け
な
が
ら
本
瓦
心
ん

だ
り
し
ま
す
よ
。
い
わ
ゆ
る
（
な
谷
口
幸
子
さ
ん
＾

1
3
歳
）

が
ら
族
」
で
す
ね
。
市
民
図
≪
:
室

旨
¨
｀

に
は
、
い
つ
で
も
気
の
む
い
た
と
木
幡
刻
‐
″
‘
路

き
に
来
ま
す
。
学
校
で
社
会
科
の
研
究
発
表
す

Ｊ
ｇ
ｆ
ｔ
の
よ
さ
は
。
孤
独
に
な
れ
る
た
め
来
ま
し
た
。

る
こ
と
か
な
Ｉ
。
も
ち
ろ
ん
気
分
ひ
ま
な
時
間
に
読
み
ま
す
。
た

転
換
に
も
な
る
し
・
…
と
え
ば
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
で

市
に
一
言
、
十
五
万
市
民
の
宇
お
も
し
ろ
か
っ
た
ら
、
そ
の
原
作

治
市
で
す
か
ら
、
も
っ
と
充
実
さ
の
本
を
読
ん
だ
り
し
ま
す
。

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
よ
。
一
方
、
読
書
の
よ
さ
は
、
内
容
に
ま
す

‐
曜
日
に
開
室
し
て
い
る
の
は
、
ま
す
引
き
込
ま
れ
て
い
き
、
創
造

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
豊
か
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

実
際
の
戦
争
体
験
か
ら
「
ガ
ダ
市
民
図
書
室
で
は
中
学
生
向
き

ル
カ
ナ
ル
」
が
印
象
深
い
一
冊
で
の
本
が
少
な
く
、
室
の
広
さ
に
も

す
。
で
も
戦
争
に
賛
成
で
は
あ
り
ゆ
と
り
が
欲
し
い
で
す
。
「
ベ
ニ
ス

ま
せ
ん
よ
。
の
商
人
」
が
よ
か
っ
た
。
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Ｏ
ｉ
ｎ
第

野
菜
な
ど
作
り
ま
せ
ん
か

ｙ
募
集
対
象
・
・
市
民
お
よ
び
市
内

に
勣
務
す
る
人
。

ｙ
受
付
期
間
…
昭
和
5
5
年
ｃ
月
2
2

日
團
～
1
0
月
2
8
日
㈹
ま
で
。

ｙ
受
付
：
市
役
所
農
林
茶
業
課
ま

た
は
宇
治
市
農
協
米
所
・
各
支

所
で
受
付
。
ハ
ガ
キ
（
締
切
日

必
着
の
こ
と
）
の
場
合
は
、
住

所
。
氏
名
を
記
入
、
市
外
の
人

は
勣
務
先
の
所
在
地
、
名
称
を

記
入
の
こ
と
。
な
お
、
中
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

ｙ
開
園
日
…
昭
和
5
5
年
1
1
月
２
日

m
午
前
1
0
時
か
ら
。

‘
（
農
林
茶
業
課
）

職
員
募
集

宇
治
市
職
員
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

ｙ
一
般
事
務
職
・
・
・
昭
和
3
1
年
４
月

ｙ
付
帯
施
設
・
・
物
置
、
農
作
業
用
２
日
～
昭
和
3
8
年
４
月
１
日
ま
で

具
、
ト
イ
レ
、
給
水
設
備
な
ど
。
に
生
ま
れ
、
学
歴
は
問
わ
な
い
が

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

人
。
若
干
名
。

ｙ
保
母
職
・
・
・
昭
和
3
1
年
４
月
２
日

～
昭
和
3
8
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
保
母
資
格
を
有
す
る
女
子

ま
た
は
保
育
専
門
学
校
お
よ
び
短

大
以
上
の
学
校
で
保
母
の
課
程
を

修
得
し
、
昭
和
5
6
年
３
月
に
保
母

資
格
取
得
見
込
み
の
女
子
。
若
干

名
。

ｙ
土
木
技
師
・
・
・
昭
和
2
8
年
４
月
２

日
～
昭
和
3
8
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
高
校
以
上
の
学
校
で
土

木
の
課
程
粂
修
得
し
た
人
ま
た
は

昭
和
5
6
年
３
月
に
修
得
見
込
み
の

人
。
若
干
名
。

ｙ
建
築
技
師
・
・
・
昭
和
２
８
年
４
月
２

日
～
昭
和
3
8
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
高
校
以
上
の
学
校
で
建

築
の
課
程
恚
｀
得
し
た
人
ま
た
は

昭
和
5
6
年
３
月
に
修
得
見
込
み
の

人
。
若
干
名
。

ｙ
第
一
次
試
験
と
き
…
昭
和
5
5

年
1
1
月
９
日
間
午
前
９
時
半
か
ら
。

と
こ
ろ
：
ホ
治
中
学
校
。

ｙ
申
込
み
方
法
…
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
最
近

６
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
本
人
の

写
真
を
は
り
、
申
込
書
奮
索
え
て

宇
治
市
役
所
職
員
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
受
付
は

い
た
し
ま
せ
ん
。
な
お
。
実
施
要

ミ
ニ
バ
イ
ク
は
、
手
軽
な
乗
り
人
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
の
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
無
保
険
（
無
共
済
）
で
走
り
事

が
、
急
激
な
普
及
に
と
も
な
い
交
故
を
引
き
起
こ
す
と
、
被
害
者
へ

数
六
点
と
な
り
免
停
処
分
と
な
り

ま
す
。
い
ま
一
度
、
あ
な
た
の
自
賠
責

加
入
し
て
い
ま
す
か

バ
イ
ク
の
自
賠
責
保
険

項
お
よ
び
申
込
書
は
職
員
課
に
あ

り
ま
す
。

ｙ
受
付
期
間
・
：
昭
和
5
5
年
一
…
一
月
2
4

日
吻
～
昭
和
5
5
年
1
0
月
3
1
日
吻
ま

で
。
（
職
員
課
）催
し

ス
ポ
ー
ツ
教
室

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉

ｙ
と
き
…
1
1
月
３
日
か
ら
1
1
月
2
4

日
ま
で
の
毎
週
月
・
火
曜
日
の
午

後
７
時
単
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
・
・
永
幡

中
学
校
ｙ
定
員
・
：
社
会
人
4
0
人
ｙ

登
録
料
・
：
四
百
円
。

〈
軽
ス
ポ
ー
ツ
〉

体
操
、
手
具
を
使
っ
た
運
動
、

集
団
で
で
き
る
ゲ
’
‐
ム
な
ど
お
年

保
険
（
共
済
）
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

加
入
手
続
き
は
ご
く
か
ん
た
ん
。

店
（
バ
イ
ク
堅
大
店
）
、
農
協
で

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

者
全
貝
に
あ
き
家
が
な
い
場
合
に
診
真
壁
さ
れ
る
方
は
、
福
祉
事

は
、
入
居
順
位
の
公
開
抽
選
を
行
務
所
老
人
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く

い
ま
す
。
宇
治
土
木
工
営
所
管
内
だ
さ
い
。

で
常
時
募
集
し
て
い
る
団
地
は
。
ま
た
、
６
が
月
以
上
治
療
を
受

西
大
久
保
団
地
（
宇
治
市
大
久
保
け
て
い
な
い
寝
た
き
り
老
人
で
、

町
）
と
下
津
屋
団
地
（
久
御
山
町
低
所
得
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、

下
津
屋
）
で
す
。案

内

を
３
会
場
で
開
き
ま
す
。

ｙ
と
さ
・
と
こ
ろ
・
：
伊
勢
田
小
学
校

＝
1
1
月
２
日
、
南
部
小
学
校
Å

月
３

日
、
平
盛
小
学
校
＝
1
1
月
９

日
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

か
ら
ｙ
対
象
・
：
原
則
と
し
て
6
0
才

以
上
の
人
ｙ
参
加
料
…
無
料
ｙ
申

込
み
は
い
ず
れ
も
社
会
教
育
課
ま

で
。
（
社
会
教
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぱ

〈
種
目
〉
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ｙ
と
き
…
1
0
月
2
9
日
團
午
後
７
時

半
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
・
・
南
部
小
学
校

で
。
上
ぐ
っ
を
持
っ
て
運
動
の
で

き
る
服
装
で
、
お
気
軽
に
直
堕
″

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
無
料
で

す
。
（
社
会
教
育
課
）

募
集

府
営
住
宅
入
居
者
の

常
時
募
集

京
都
府
で
は
、
府
営
住
宅
入
居

者
の
常
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
常
時
紘
集
は
毎
月
末
日
に

申
込
み
（
次
の
申
込
み
は
１
１
月
１

日
か
ら
）
を
締
め
切
り
、
申
込
者

全
貝
に
あ
き
家
が
あ
る
場
合
は
選

考
委
貝
会
の
審
議
を
経
て
。
入
居

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
申
込

松
く
い
虫
一
斉
防
除

「
松
く
い
虫
か
ら
山
の
緑
を
守

り
ま
し
ょ
う
」
市
で
は
、
松
く
い

虫
の
被
害
か
ら
自
然
を
守
る
た
め
、

1
1
月
1
5
日
ま
で
の
間
松
く
い
虫
の

一
斉
防
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
（
農
林
茶
業
課
）

老
人
健
康
診
査

市
で
は
今
年
も
1
0
月
2
1
日
㈹
か

ら
1
1
月
８
日
出
ま
で
、
6
5
歳
以
Ｅ

の
お
年
寄
り
を
対
象
に
聴
診
や
血

圧
測
定
、
尿
検
査
な
ど
を
無
料
で

行
う
「
老
人
健
康
診
査
」
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
健
康
診
査
は
、
お
と
し
よ

り
の
病
気
の
予
防
。
早
期
発
見
、

以
Ｌ
期
治
療
を
期
し
て
毎
年
実
施
Ｌ

て
い
る
も
の
で
す
。

受
診
票
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
涌

じ
て
お
配
り
し
ま
す
。
老
人
ク
ラ

ブ
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
人
で
吸

訪
問
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
の

で
。
福
祉
事
務
所
老
人
福
祉
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
福
祉
課
）

調
理
師
試
験
と講
習
会

ｙ
と
き
・
と
こ
ろ
…
1
2
月
７
日
、

関
西
文
理
学
院
で
ｙ
手
数
料
・
：
二

千
六
百
円
ｙ
願
書
受
付
・
：
1
0
月
2
7

日
か
ら
宇
治
保
健
所
で
。

な
お
、
こ
の
試
験
に
先
立
ち
講

習
会
が
あ
り
ま
す
。

ｙ
と
き
…
1
1
月
2
0
日
と
2
1
日
、

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ｙ
と
こ
ろ

：
幸
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ｙ
講

習
内
容
・
・
・
衛
生
法
規
、
食
品
衛
生

学
、
栄
養
学
、
食
品
学
、
調
理
理

論
、
公
衆
衛
生
学
ｙ
講
習
料
・
：
三

千
五
百
円
ｙ
申
込
み
受
付
・
：
ｍ
一
月

2
7
日
か
４
宇
治
保
健
所
で
。

ふ
ぐ
処
理
試
験

ｙ
試
験
日
・
・
・
1
1
月
2
9
日
と
3
0
日

ｙ
場
所
・
・
京
都
栄
養
士
専
門
学
校

ｙ
願
書
交
付
・
：
1
0
月
１
日
か
・
ケ
宇

治
保
健
所
で
ｙ
手
数
料
…
一
事
円
。

市
・
府
民
税

第
３
期
納
付
月

1
0
月
は
市
・
府
民
税
第
３
期
分
の

納
付
月
で
す
。
市
役
所
納
税
課
窓

］
ま
た
は
、
も
よ
り
の
金
融
機
関

窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
納
税
課
）
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す
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ま
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届
電

お
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に

料
軽

材
気

食
お

夕の容内

４
㈹
一
2
2
9
6

村
８
中
４
幡
Ｉ
木
3
2

市
く
治宇
豊ス

る
四
Ｕ
」

’
サ
″
一

一

″
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京

0
0
1ｑ
｀

第４回

宇治市子どもまつり

Ｆ
昌
ｌ
。

一
屈

二

み
ん
な
み
ん
な

あ
つ
ま
ろ
う

り
」
が
2
6
日
間
午
前
1
0
時
か
ら
午

後
３
時
半
ま
で
、
黄
槃
公
園
と
京

都
大
学
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
ま
す
。

子
ど
も
ま
つ
り
は
Ｉ
子
ど
も
た

ち
に
ふ
さ
わ
し
い
遊
び
と
文
化
を

て
楽
し
み
コ
’
‐
ナ
ー
、
模
擬
店
コ
ー

ナ
ー
、
巾
志
ハ
舞
台
な
ど
で
開
か
れ
、

洞
く
つ
村
や
Ｓ
Ｌ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

楽
し
い
催
し
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
家
族
づ
れ
で
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

〈
催
し
も
の
〉

一
中
央
舞
台
＝
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
。

人
形
劇
、
紙
芝
居
、
演
劇
な
ど
。

・
宇
治
っ
こ
ひ
ろ
ば
＝
大
型
か
ら

く
り
人
形
。
銀
河
鉄
道
ワ
ン
・

ツ
ー
・
ス
リ
ー
な
ど
。

・
乳
幼
児
お
た
の
し
み
コ
ー
ナ
ー

＝
で
っ
か
い
で
っ
か
い
ダ
ン
ボ

ー
ル
ト
ン
ネ
ル
な
ど
。

・
手
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
＝
粘
土
工

作
、
お
も
ち
や
づ
く
り
な
ど
。

・
遊
び
の
コ
ー
ナ
・
・
‐
＝
お
じ
や
み
。

あ
や
と
り
、
竹
馬
な
ど
。

一
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
＝
も
ち
つ
き
、

と
う
も
ろ
こ
し
、
焼
い
も
な
ど
。

〈
参
加
協
力
券
〉

一
枚
百
円
（
三
歳
以
上
、
子
ど

も
・
大
人
と
も
共
通
）

協
力
券
は
、
各
保
育
所
、
小
・

中
学
校
の
先
生
や
保
護
者
会
、
学

童
保
育
の
保
護
者
会
な
ど
で
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

〈
駐
車
場
な
ど
〉

混
雑
。
駐
車
場
な
ど
の
問
題
か

ら
。
で
き
る
だ
け
車
で
の
ご
来
場

は
さ
け
て
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、

臨
時
バ
ス
を
準
備
し
ま
す
。
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